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じることになる。台湾の対岸における籍民は、1905 年前後に 1,000 人を、1910 年代に
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1937 年 7 月に日中戦争が勃発した後、籍民の多くは日本領事の命令に従い華南地方
を離れることになった。この時の避難で 1万人前後の籍民および日本人は、財産などを
残したまま引き揚げざるを得なかった。ところが、1938 年 5 月に日本軍は厦門を、10
月には広東を占領し、事態は逆転した。戦局の進展に伴い、総督府は迅速に人員（官僚・
技術者等）を動員したり、多くの物資を提供したりして、日本軍の要請に応えていった。
軍政分野には関与できなかったものの、台湾総督府は、長年蓄積されてきた台湾統治の
経験、とりわけインフラの整備や教育、警察などの整備を、対岸における日本軍占領地
の民政分野に援用していった。戦時下、厦門および広東にいた台湾人および日本人は、
戦前のそれを上回るようになり、特に従前日本人も台湾籍民も殆んど行かなかった広東
でも、在留邦人の増加が顕著になる。そこからは、台湾と華南地方との関係が短時間で
緊密化されたことを確認することができる。しかし、1945年 8月、日本の敗戦により、
日本人でなくなった籍民は、中国政府の「漢奸狩り」などで苦難を強いられることにな
る。多くの台湾人は辛うじて台湾に帰ることができた。こうして、台湾籍民は完全に歴
史の舞台から消えてなくなったのである。 
本研究は、日本統治期台湾籍民に対する日本の政策の展開過程の一部を考察してきた
が、論じ残した課題もある。今後も引き続き資料の探索を続け、新たな視点を導入する
ことで、越境をめぐる政治経済史を、台湾籍民という視点から考察していきたい。 
 
